
一般質問の質問者順番と質問事項 

 

（平成３０年第３回 定例会） 

質 問 順 位 ４   ４ 番 議 員    桒 野 久 明 

質問事項１ 亀の甲ため池の今後の対応について 

質問の要旨 

近年我が国で毎年のように続く豪雨災害、昨年の北部九州で起きた災

害の記憶が新しい中で、今年は基山町でも豪雨災害が発生した。当該地

区の避難指示や、県道久留米基山筑紫野線の通行止めなど町の危機管理

の判断には感謝する。身近に起きた天災により、否応なしに防災の機運

が町民の方に高まっている。 

中でも、決壊の危険を免れた亀の甲ため池が下流のり面の崩壊で済ん

だことは、不幸中の幸いであったが、いま少しの連続降雨となった場合

や、確率的には低いものの地震での同時被災があれば、確実に決壊に至

ったと思われる。 

町民の財産や安心安全を確保するために必要と考えられる、ため池の

復旧に関すること、ため池管理者との協議や決壊の危険が再び想定され

た場合の防災避難計画など今後の町の対応について質問する。 

 

具体的な質問 

及 び 

質問の相手 

(１) 原形復旧か改修工事とするのか、現時点での町の見

解を示せ 

(２) 昨年の一般質問でため池の地震に関する安全性を

答えられていたが、豪雨に対し余水吐（洪水吐）の断

面が設計最大洪水流量に対し、安全に流すことができ

ることを確認されているのか 

(３) ため池の上流周辺斜面の状況調査は行っているか 

(４) 管理者が運用の廃止を決定した場合、どのように対

処するのか見解を示せ 

(５) ため池の決壊は、そのものが人工構造物であるた

め、管理や運用によるものが起因すれば、自然災害と

捉えるより人災と見なされると思うがどうか 

(６) 管理者へ鯉の養殖を廃止していただきたいと思う

が、町は説得する考えはあるか見解を示せ 

(７) 今回の豪雨で県道久留米基山筑紫野線の交通規制

をかけたが、決壊による土石流が県道久留米基山筑紫

野線に及ぶと判断したと思うが、その根拠は何による

ものか 

(８) 町民会館への避難指示を第１区に出しているが、避

難時に決壊が起きた場合、避難経路に問題はないか 
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